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済南大学への派遣留学生をお出迎え 

 

山東省の省都・済南市にある済南大学へ、9月 3日、新潟から

留学生がやってきました。新潟市と済南市が続ける友好交流が

縁で、新潟市は平成 26（2014）年から市民留学生を済南大学へ

派遣しています。 

私たちは今回、新潟から来た留学生のお出迎えや、中国で生

活を始めるための初期準備のお手伝いをさせていただきました。

北京などの大都市とは異なり、日本人留学生は多くありません。

留学生にとっては心細い生活となりますが、その一方で、こう

した環境は語学力を磨く大きなチャンスです。 

一人のアフリカからの留学生が、流ちょうな中国語で入学手

続きの案内をしてくれました。母国での学習経験もなく、漢字

圏でもない国からの留学生が、これほどまでの中国語をたった

の 1 年半で身に着けたとのこと。その努力に大きな刺

激を受けました。 

皆さんの済南大学での留学生活が充実したものとな

るよう、引き続き北京から支援をしていきます。（大

泉） 

 

 

 

 

 

新潟県・湯沢町・十日町市が冬の新潟を PR 

 

9 月 19 日（水）から 9月 22 日（土）の期間、北京にて「国際冬季運動（北京）博覧会」

が開催され、この日程に合わせて、16日（日）に新潟県が、18日（火）～22 日（土）に湯

沢町・十日町市が北京にセールスに訪れました。 

16 日（日）、新潟県は長野県とともにスキー説

明会を実施。スキークラブに所属するスキー愛好家

やスキーツアーを造成する旅行社を対象とした説

明会は、予想以上の来場者数を記録したようです。

スキー愛好家たちは皆、北海道や長野県のスキー場

をすでに経験しているため、新しいスキー場を探し

ているとのこと。多くの方が新潟の商談ブースに訪

れ、情報を収集していました。 

湯沢町・十日町市は「国際冬季運動（北京）博覧

会」に出展するとともに、19日（水）、20日（木）
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の 2 日間に渡って旅行社訪問を実施。東京からのア

クセスの便利さや雪質の良いスキー場、中国語対応

の状況などを説明し、新潟への送客を促しました。 

スキー説明会・旅行社訪問ともに北京事務所の現

地職員が通訳を務めました。北京事務所にとっても、

新潟市以外の県内観光情報を得ることができた良

い機会となりました。今後の新潟 PR に役立ててい

きます。（大泉） 

 

 

 

 

中国レポート  No.68 ２０１８年９月 

 

米中貿易戦争がエスカレートしている。米トランプ政権の極端な米国第一主義、保護貿

易指向により、世界の枠組みは大きく変わりつつある。ついこの間までは、開放度が足り

ない、もっと自由貿易度を高めろと欧米日などは中国に迫ってきた。ところが現在はどう

だろう。米国が極端な内向き姿勢となり、保護貿易に走り、中国がその保護貿易と対抗す

る「自由貿易の旗手」となっている。米中の対立が激しいので、２国間関係に見られがち

だが、ここまで来たらすでに米国対国際社会の対立になったと見るべきであろう。その証

拠に、先般の国連におけるトランプ演説は、冷ややかな失笑を買った。 

 この米中貿易戦争の、中国内における反応について前回も述べたが、この２か月に対立

は先鋭化、制裁の応酬が始まった。米国の強硬な姿勢について、中国では中間選挙までだ

という意見がある一方で、この貿易戦争は中間選挙に関係なく、ますますエスカレートし、

長期化するだろうという意見もある。最近、どちらかと言うと後者の意見が大勢となって

いる。トランプが米国の大統領になった時、中国では比較的好意的な反応が多かった。特

に昨年の１１月、トランプ訪中の時は、市民の間でトランプ人気さえ巻き起こったほどだ。

ところがその後、トランプ人気は急落した。訪中時のあの友好的態度はペテンだったのか

と、多くの人は感じている。 

 さて、米中貿易戦争は今後どうなるか、中国の反応はどうかなどは、米国の中間選挙の

結果が出た後お伝えする。 

 米国はますます内向きになり、米国の具体的利益のみ追求しているが、その間隙を縫っ

て、中国は国際社会において、着々とその影響力を増大させている。それは結果として、

米国の影響力の更なる相対的低下を招いている。中国は、短期的には「外交の調整」とし

て、ここ数年悪化した対韓関係の修復をし、ＡＳＥＡＮとの矛盾の緩和に努めた。そして

対日関係の改善に力を入れている。一方、長期的に見ると、中国が特に力を入れているの

はアフリカと中南米である。もう一つは、国際社会における台湾の影響力を削ぐことであ

る。 

 先ず台湾問題に関して言えば、大きな流れとしては、中台関係は安定してきた。２００

９年に「３通」（直接の通信、通航、通商）が実現、２０１０年にはＦＴＡ（自由貿易協

定）に相当するＥＣＦＡ（海峡両岸経済協力枠組み協定）、２０１３年には「中台貿易サ

ービス協定」が調印された。その結果、中台間の人事往来、貿易、投資などが進み、両者

間の経済相互依存関係は、戦争など到底できない状態となった。現在台湾は「隠れ独立派」

と言われる蔡英文総統（民進党）の時代で、それまでの馬英九総統（国民党）の時代より

中台関係は冷え込んでいるが、中台関係を「現状維持」することでは暗黙の了解がある。

西園寺 一晃先生の 
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ところがトランプの時代になり、トランプが対中貿易戦争の駆け引きの武器として「台湾

カード」を使いだし、中台関係は緊張度を増してきた。 

 中国は米国と台湾蔡英文政権に対し攻勢を強めている。その１つが、台湾と国交を持っ

ている国との国交樹立（台湾との断交）攻勢である。 

２０１６年０３月 ガンビア（馬英九総統時代） 

２０１６年１２月 サントメ・プリンシペ（蔡英文総統時代） 

２０１７年０６月 パナマ（同上） 

２０１８年０５月 ブリキナファソ（同上） 

２０１８年０５月 ドミニカ（同上） 

２０１８年０８月 エルサルバドル（同上） 

 さらに、それまで台湾が参加していた国際民間航空機関（ＩＣＡＯ）、国際刑事警察機

構（ＩＣＰＯ）、世界保健機関（ＷＨＯ）から台湾を締め出す事に成功した。国際社会の

中で台湾はますます孤立、これまで米国は中華人民共和国と国交を持ち、台湾に関しては

「国として認めないが、『台湾関係法』という国内法で、台湾を守る」義務を負っていた。

米国第一、内向きのトランプ政権が、「対中カード」としては台湾を利用するが、これ以

上のリスクを冒し、膨大なコストをかけてまで台湾を最後まで守るのか、それは誰もわか

らない。 

 中国は米国がますます内向きになる間隙を縫って、「米国の内庭」である中南米に影響

力を強めている。すでに２００４年、当時の胡錦濤主席が中南米を訪問、向こう１０年間

で、中南米に対し１０００億ドルの投資を行うと表明、中国の中南米重視をアピールした。

中南米最大の国ブラジルとは「ＢＲＩＣＳ」の枠組みがあり、ＢＲＩＣＳ銀行（新開発銀

行）、ＢＲＩＣＳ外貨準備基金を共同で設立することを決定している。前者を「新興国版

世界銀行」、後者は「新興国版ＩＭＦ」に育て上げる事が目的である。 

 今年１月２２日、チリの首都サンティアゴで開かれた「中国・中南米カリブ海諸国共同

体（ＣＥＬＡＣ）フォーラム」に中国の王毅外相が参加、習近平も祝電を寄せ、「太平洋

を越えた協力の道を建設しよう」と呼びかけた。中国としては「一帯一路」構想に中南米

を取り込むことが目的だ。フォーラムは「一帯一路に関する特別声明」を発表し、中南米

諸国が積極的に一帯一路に参加し、「共同発展」することをうたった。 

 王毅はフォーラムに参加したのち、ウルグアイを訪問、バスケス大統領と会談し、大統

領から「一帯一路に積極的に参加する」との言質を得た。 

 ２月２８日、チリ政府は中国の通信大手「華為（ＨＵＡＷＥＩ）」に共同委託している

２万キロ余の光ファイバー通信網プロジェクトの着工を発表した。 

 近年中国が最も重視している地域はアフリカである。アフリカは天然資源も豊富で、人

口も多く、次の高度成長はアフリカであると言われている。中国は早くも１９６０年代、

アフリカに注目し、１９７０年、中国、タンザニア、ザンビア３国は「タンザン鉄道」を

建設することで一致、調印した。この鉄道は中国の無利子借款で建設され、中国から２万

人の労働者が派遣され、３万人のアフリカ労働者と共に工事を行い１９７６年に完成、タ

ンザニア、ザンビアに引き渡された。この鉄道は後々までも「中国とアフリカの友好の象

徴」と称された。 

 このアフリカ重視は習近平時代になり、一段と顕著になっている。今月、北京で「２０

１８年中国・アフリカ協力フォーラム（ＦＯＣＡＣ）北京サミット」が開かれた。習近平

体制にとって、本年最重要の外交イベントであった。アフリカ５４か国のうち５３ヶ国の

首脳が北京に集結し、アフリカ連合（ＡＵ）議長、同委員長、国連事務総長も出席した。

このＦＯＣＡＣは３年に１度、中国とアフリカで交互に開催される。前回は２０１５年、

ヨハネスブルグで開催され、中国はアフリカの鉄道、道路、空港建設など「１０大協力計
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【筆者プロフィール】 

西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏  

１９４４年生まれ 
● 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園

寺公望氏を曾祖父に持つ。 

● 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・日

中文化交流協会常任理事）の長男。 

● 北京大学経済学部卒業 

● 朝日新聞社に在籍中は，日中関係の調査研究室長な

どを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあたる。 

● 現在工学院大学客員教授，北京大学客員教授，伝媒

大学客員教授，北京城市大学客員教授 

画」（インフラ整備）に６００億ドルの拠出を約束した。 

習近平はこのＦＯＣＡＣ北京サミットで基調演説を行い、「中国は永遠にアフリカの良

き友人で、誰もこの団結を破壊することはできない」、「中国とアフリカは運命共同体」

と述べた。また今の世界情勢の認識について次のように述べた。 

「今日の世界は１００年に１度も無いような大変転を遂げつつある。世界の多極化、経済

のグローバル化、社会の情報化、文化の多様化が深く進行し、グローバルガバナンス・シ

ステムと国際秩序の変革が加速し、新興市場国と発展途上国が急速に台頭し、世界の力関

係がより均衡に向かっており、世界各国人民の運命が今日のように深く結びついたことは

ない。同時にわれわれはかつてない挑戦、試練、課題にも直面している。覇権主義、強権

政治が依然として存在し、保護主義、一国主義がたえず頭をもたげ、戦乱・テロ攻撃、飢

餓・感染症があちこちで起こり、伝統的安全保障と非伝統的安全保障が複雑に入り交じっ

ている」。 

 これは戦後の米国主体の枠組みと秩序が大きく変わりつつあり、中国やアフリカという

新興国、発展途上国が主体となった新たな秩序が生まれつつあるという認識を示したもの

である。そして名前こそ挙げないものの、明らかにトランプの「一国主義」、「保護主義」

を痛烈に批判したものである。 

 習近平は世界各国との「運命共同体、グローバルパートナーシップ」を強調、アフリカ

諸国に対し「共に一帯一路の建設をしよう」を呼びかけた。そして、この事は単なる希望

ではなく、中国は具体的にアフリカ諸国と連携し、「８大行動」（産業促進、貿易円滑化、

能力作りなど８項目）を実施し、その実現のために６００億ドルを拠出すると宣言した。

なお、６００億ドルの内訳は、１５０億ドルの無償援助・無利子融資・優遇借款供与、２

００億ドルの融資枠供与、１００億ドルの中国アフリカ開発金融資金、５０億ドルのアフ

リカからの輸入融資特別資金、１００億ドル以上の中国企業による対アフリカ投資である。 

 中国のアフリカ支援について、欧米などでは一部アフリカの国で対中債務過多が起き、

問題になっているとの批判があるが、それに対し習近平は、「中国と外交関係にあるアフ

リカの後発発展途上国、重債務国、内陸発展途上国、島嶼発展途上国の、今年末に期限を

迎える未返済政府間無利子債務を免除する」と述べた。「中国と外交関係にある」と言う

のがミソで、アフリカで唯一台湾と外交関係を維持しているエスワティニ（旧スワジラン

ド）に対する圧力でもある。膨大なチャイナマネーによるアフリカ支援によって、エスワ

ティニが陥落するのは時間の問題だという見方もある。 

 ＦＯＣＡＣ北京サミットは「北京宣言」を発表したが、その中でアフリカ諸国は全面的

に「一帯一路」を支持し、積極的に参加すること、そしてこのサミットを「『一帯一路』

共同建設の主要プラットホームにする」ことが盛り込まれた。中国にとって、このＦＯＣ

ＡＣ北京サミットは大成功であり、アフリカの５４ヶ国のうち５３ヶ国が「中国と足並み

を揃えた」と認識している。 

 このように、中国は米国と貿易戦争

を戦う一方で、米国が内向きになった

間隙を縫って、着々と足場を築いてい

る。 

 中国の中南米、アフリカに対する影

響力の増大からすると、中国の掲げる

壮大な「一帯一路」計画が、徐々にそ

の内容を変えているのがわかる。もと

もとは陸と海の「新シルクロード」経

済圏構想であり、それはアジアとヨー
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ロッパを結ぶものであった。そこに中南米とアフリカが加われば、北米地域を除く地球規

模のものとなる。 

 われわれは米中貿易戦争だけに目を向けがちだが、中国は米国と激しい戦いをしながら、

着々と世界規模で影響力を増大させている事を認識すべきである。（止） 

２０１８年９月２８日 

 

 

      「中国の安定成長は本物だ」 

 

米中貿易戦争がエスカレートする中で、今世界の枠組みが大きく変わりつつある。米中

の対立が特に激しいため二国間の関係と見られがちだが、米国ＶＳ国際社会という構図と

なっている。そんな中、これまで「世界の工場」と言われてきた中国は、「中国製造 2025」

という長期成長戦略計画を発表し、単なる下請け工場から質の高い製造強国へと大転換を

図ろうとしている。 

ＧＤＰ世界第 2 位を誇る中国経済ではあるが、驕りは微塵も見られない。先日、新華社

通信の取材に対し「技術、製造業の発展の度合いにおいて、米国と中国の間には未だに約

30 年の開きがある。」と工業情報相が現実的見解を語っていた。‘米国に追いつけ追い越

せ’という目標は持ちつつも、かつての「大躍進政策」とは異なり、冷静かつ客観的視野

をもっているところが、現在もなお安定成長を続ける中国の強さの一つでもあるように思

う。 

世界各国を巻き込んだ貿易戦争の中で、米国が主張する保護貿易と対抗する「自由貿易

の旗手」となっているのが中国。国際社会において着実にそのプレゼンスを高めている。

（池田） 

 

 

   中国の中秋節 

 

中国旧暦の 8月 15日（今年西暦 9月 24 日）は中秋節です。中国人

にとって中秋節は、春節に次ぐ第二番目の伝統的な祝日として重視さ

れています。この日の「月」は一年中のどの日よりも大きく、明るく、

丸いため、この日はまた「団円節」とも呼ばれています。 

昔はこの日の夜、庭に果物や月餅を盛ったテーブルを置き、家族み

んなでこれらを食べながら月見をし、一家円満と長寿、そして作物の

豊作を祈りました。現在もこの日には家族ができるだけ集まって、一緒に月餅と贅沢な料

理を食べながら、中央テレビの「中秋晩会」を見るのが恒例です。 

月餅は、約 2000 年前の周代に「天子」が月を祭ったことが始まりで、唐代（約 1400 年

前）から民間に広がり、宋代（約 1000 年前）に流行したそうです。月餅は満月を形取って

います。これは、中秋節に月餅を食べれば、家族が毎年集まることができるということを

意味しています。 

私の小さい頃は、月餅には「五仁餡」（杏仁、胡桃、橄欖仁、芝麻、向日葵の種）と「青

紅糸餡」（蜜柑の皮と大根の皮）の２種類の餡しかありませんでした。 

北京スタッフ便り 

北京事務所長のコラム 
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現在の月餅は餡の種類が多様になっているほか、形や味までもがいろいろと工夫されて

います。 

まず、地方によって月餅は、京（北京）式、蘇（蘇州）式、潮（潮汕）式、台（台湾）

式、広（広東）式、滇（雲南）式、川（四川）式などの種類があり、特に広式が一番流行

しているようです。人気の理由は、皮が薄くて餡が多いからだそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形も四角形、ハート形、楕円形、三角形など、種類が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

また、餡の種類も、小豆餡、蓮の実餡、胡麻餡、ココヤシの実餡、アーモンド餡、くる

み餡、栗餡、かぼちゃ餡、松の実餡、燕の巣餡、卵餡などいろいろあります。 

 

 

 

 

 

 

 



 7

 

 

 

 

 

 

 

味も、甘い味、しょっぱい味、甘じょっぱい味があります。甘い月餅としょっぱい月餅

どっちがおいしいか、という話題もよく上がります。個人的にはやはり甘い月餅が好きで

す。しょっぱい月餅はなかなか慣れません。 

さらに、最近では考えられないような月餅も登場してきました。例えば酸辛味、麻辛味、

ニラと卵の餡の月餅、菊とプーアル茶味の月餅。どんな味でしょうか。本当に想像できま

せん。 

あるメーカーは月餅アイス、月餅ゼリー、低カロリー月餅を作っています。このような

月餅ならみんな食べたくなりますよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、中秋節のお酒は「桂花酒」と決まっています。

ある伝説によると、この日の満月には「嫦娥（じょう

が）」が月の宮殿で舞い、「呉剛（ごこう）」が桂の

木に斧を振い、「玉兎（ぎょくと）」が薬を作ってい

る様子が映し出されています。この時期はちょうど桂

の花が咲く時期です。この花から作ったお酒は色が美

しく、香りも良く、味もちょうど良い甘さでお菓子に

合うと言われています。 

最後に、誰もが楽しみにしているのが、中秋節を祝

う娯楽番組です。この娯楽番組は中国の春節を祝う娯

楽番組と同じ形式で、中央テレビをはじめ、各地方のテレビ局も放送する番組です。番組

は「月が円満で、人も団円」という祝いをテーマに、伝統的な京劇のほか、歌やダンス、

雑技、漫才など、たくさんの演目を夜 8時から 10時に渡って放送します。 
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大手企業は、職員に月餅や祝日補助金を福利厚生費として出します。また会社同士で業

務上のお礼として月餅を送ったりします。さらに会社ごとに、この日のための娯楽番組を

作成したりもします。 

この中秋節を必ず覚えている人たちがいます。それは、海外に住む中国人です。海外の

中国大使館などもこの日のために娯楽番組を放送し、同じ所にいなくても、中国の親戚と

同じ月を見て、いつの日かまた会えることをお祈りします。 

日本のお月見は、中国の中秋節とは過ごし方や習慣などが違うでしょう。機会があれば、

ぜひ中国に来て、中国の中秋節を体験してください。（姜） 

 

 

  

 

 

 

 

■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が北京市内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。

お気軽にお問い合せください。 

新潟市北京事務所代表メールアドレス bjniigata@niigata-ipc.or.jp 


